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★ＮＨＫが女性のパチンコ依存についての番組を放送★ 

２０１１年１１月２１日 「あさイチ」  『主婦がはまる！？ ギャンブル依存』 

２０１１年１２月２７日 「追跡！真相ファイル」  『パチンコにはまる女たち』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ＰＴＢでは、１月１８日開催の「評価委員会」で、録画した「追跡！真相ファイル」 『パチンコにはまる女たち』を

上映いたしました。 

 出席委員・社員会社担当者等の感想は、 

・ マスコミの視点というのはこういうことだとわかった。 

・ （パチンコを）バッシングするでもなく批判するでもなくＮＨＫらしい番組だと思った。 

・ もし「パチンコ」を全面的に禁止しても、また同じようなものが出てくる。結局、原因はほかにあるということ。 

・ 社会とつながって自分の存在を確認したい、お金が欲しい等は普通の感情。何故、人が何かに依存してしまう

のか？それはパチンコを止めれば解決する問題ではない。ひとつのきっかけになっている可能性があるなら、そ

のひずみをどう回避出来る仕組みを作れるのか？ 

・ ５号機になる前に４号機の一番ひどかったときにこれをもっとやっておかないで、どうしていまさらやるのか？ 

・ ほかのギャンブルでも依存問題はある、なぜ、「パチンコ」だけがとりあげられるのか？ 

・ 業界側としては、精神科医の先生方がこの問題を正確に取り上げていく仕組みを、もっと支援してきちんとした報

告を社会に対して出来るようにするというのが大事だと思う。 

・ 女性のパチンコ依存「７５万人」*1 いるという数字のカウントの仕方はどういうカウントをしたのか？ 

・ 沖縄のリカバリーサポート・ネットワーク（以下ＲＳＮ）*2 代表の西村さんが業界からの支援で、電話相談をやっ

てきていて 5,000 事例くらいの記録がある。沖縄だけでなく東京に相談センターを作ったり、更に医者の立場

からもっときちんと調査して社会に発表していただく、そしてそれに対し業界はどう支援が出来るのか？をもっと

考えていくべき。 

・ 個人情報とかプライベートの問題があるのでなかなかできないと思うが、いわゆるホール側が「入店拒否」のよ

うなことするとかの工夫をもっと全体的に盛り上げながらやっていかないといけないと思う。 

 

 
市場規模 19.4 兆円。参加人口 1670 万人。 

圧倒的な存在感で君臨する“娯楽の王様”。それが『パチンコ』だ。 

およそ 60 年前、庶民の娯楽として始まった『パチンコ』。 

いまや、パチンコ台はＩＴを駆使した高性能マシンに姿を変え、さらに女性の集客を見込んで全館禁煙のホールが登場するなど、 

従来の「暗い」「汚い」といったイメージは様変わりしている。 

しかし、ストレス解消や余暇として楽しむ人がいる一方、パチンコにのめりこみ、問題を抱える

ケースも少なくない。 

パチンコをする金欲しさに消費者金融に手を出したり、たび重なる家族からの忠告に耳を貸

さず、離婚や一家離散にいたる事態も起きている。 

さらに最近、注目されるのが、女性の依存症だ。 

去年、厚労省が発表した統計によると、女性のギャンブル依存患者は推計７５万人。 

そのほとんどを、パチンコとパチスロが占めるとみられる。そこで、ギャンブル依存に悩む女性

の回復を支援する施設や、パチンコ業界が自ら進める依存症対策などを取材。 

さらに、ギャンブル依存症の急増が社会問題となり、国を挙げて対策に取り組む韓国の事情

を通して、私たちの社会がこれから『パチンコ』とどうつきあっていくべきかを考える。 

 

 

ＮＨＫ 「追跡！真相ファイル」ＨＰより 
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・ もともと依存の問題はいろいろな依存の人がいるがその根本はその人の心の問題で、それが「依存症」と言わ

れるのは、借金問題とか誰かを傷つけたとか問題行動になったときに表出してくる。「依存問題」とういうのはも

っと違うところに根本があり、いま「パチンコ」というのは取り上げ易い問題なので、取り上げられても仕方ないと思

うが、もう少し依存そのものの問題について、きちんと取り組んでいただきたいと感じた。 

・ 感じとしては「アンチパチンコ」と受け止めた。 

・ 宝くじ、競馬、競輪・・・たくさんあるなかで何故パチンコ、パチンコとなるのか？逆に言うと、それだけパチンコが

大衆レジャーとしての位置づけが高いから。それだけ身近になっているということ。そういう意味で、うまく、楽しく

つき合ってもらえるようなパチンコに出来るように業界を持っていけるといいと思う。 

・ 昔と違ってたくさんのストレスを抱えているいまの時代にパチンコとかそういうはけ口がなかったらどうなってしまう

のか？パチンコは大衆娯楽という素晴らしい役割を果たしている。ただごく一部で問題のある方がいらっしゃる

かもしれないが、それはその方のご事情であって、それをこの業界をバッシングというのはおかしい。むしろ大多

数の方は楽しんで日常生活のストレスをパチンコをやることによって、また新しい力をもらって明日に向かってい

くということのほうが大きいのではないかと思う。 

・ 「依存問題」というのは社会問題だと捉えられている。パチンコが無くなればこの問題が無くなるわけではない。

映像の中でも、「ひとりで寂しい」それでそこに人がいるという場所に行こうという事でもって、自分の寂しさとバラ

ンスを取っているのではないか？そういう意味で、社会問題としても依存問題という事を考える必要があるし、

逆に、パチンコがそういう意味で地域の一つのコミュニティの場所になっている。そういう意味で、そこに求めて

いるものを、主体的な立場から言うと、まさにそういうコミュニティの場であるパチンコ店をどんどん追求して行こ

うというのが、こちら側の責務ではないかと思う。 

 

*1 「ギャンブル依存症の女性はおよそ７５万人」の根拠をＮＨＫでは 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
*2 特定非営利活動法人 ぱちんこ依存問題相談機関 リカバリーサポート・ネットワーク 

   http://rsn-sakura.jp/ 

リカバリーサポート・ネットワークとは？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２０１０年、厚生労働省の発表によると、成人女性の１．６パーセントがギャンブル依存症であることが分りました。

成人女性の人口はおよそ 5,400 万人なので、換算すると 75 万人になります。 

また、あさイチのアンケートによると、自ら「ギャンブル依存である」と回答した女性は、１,７６６人中、１５７人いまし

た。その８割はパチンコ・パチスロにハマっていることが分りました。 

 

≪女性のギャンブル依存１５７人≫ 

・パチンコ、パチスロ･･･１４８人 

・宝くじ･･･１０人 

・競馬、競輪･･･５人 

（あさイチアンケート１，７６６人回答）                                 ＮＨＫ「あさイチ」ＨＰより 

 リカバリーサポート・ネットワークは、パチンコ・パチスロの遊技に関する依存及び依存関連問題解決の支援を行うこ

とを目的に設立された非営利の相談機関です。 
 人が生きていくには、娯楽が必要です。世界のいかなる地域でも、いつの時代でも人は、「日々の生活の中で楽しむこ

と」を見つけ出し、創造し、生活の糧としてきました。娯楽は、創造性と優しさを併せ持つ生きるための知恵です。  
 しかし、残念ながら借金や失業などの経済問題、育児放棄や家庭内暴力などの虐待・暴力問題、依存や抑うつ、自殺な

どの精神医学的問題、借金などを契機に引き起こされる犯罪などがパチンコの周囲で起き社会問題となっています。子ど

もの放置死や熱中死など、幼い命が大人の娯楽の代償として奪われる痛ましい事件も繰り返されています。 
 これらの現状の中で、私たちは、問題の背景の一つである、パチンコへの過度ののめりこみ（パチンコ依存問題）に焦

点を当て、早期介入のシステムを作る必要を提唱し、電話相談による早期介入と問題からの回復支援を目指して活動をお

こなっています。 
リカバリーサポート・ネットワークＨＰより 
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ＮＨＫの番組に対する業界誌の反応は？ 

 

『遊技通信』 2012 年 2 月号より 

『PLAY GRAPH』 2012 年 2 月号より 
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★ＰＴＢ今後の活動予定★ 

  ＰＴＢの目指すパチンコホール企業のＩＰＯに向けて・・・ 

 ＰＴＢはその定款の「目的」に会員パチンコホール企業の株式公開を支援することを唱っています。  

    

   ★パチンコホール企業におけるコンプライアンス体制確立のための勉強会 

   ★パチンコホール企業における内部統制のルール確立のための勉強会 

   ★『ＩＦＲS』に対応したパチンコホール企業の会計のための勉強会・公開セミナー 

   ★第５回評価調査スタート および そのプレスリリース 

   ★ＰＴＢ有識者懇談会『第４弾メッセージ』の発信 

   ★改訂版『ＰＴＢパチンコホール会計基準』発表 

   

 

「ＩＦＲＳ」とは！？ 

 「国際財務報告基準」（International Financial Reporting Standards の略）とは、国際会計基準審議会(IASB）が策

定する会計基準である。 

 日本においても、米国の動向を受け、「ＩＦＲＳ」の採用に向けた議論が活発となった。２０１０年３月期の財務諸表から

一定の上場企業の連結財務諸表に認め、強制適用については２０１２年を判断の目途とするものである。 

日本会計士協会ＨＰより （抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＰＴＢ今後のスケジュール【２０１２年】              ２０１２．１月末現在               

2012 年 2 月 27 日 （月） 14：00～16：00 パチンコ懇談会 

  29 日 （水） 9：00～11：00 評価委員会 

 3 月 5 日 （月） 10：00～12：00 有識者懇談会 

  21 日 （水） 9：00～11：00 評価委員会 

 4 月 18 日 （水） 9：00～11：00 評価委員会 

 5 月 21 日 （月） 14：00～16：00 有識者懇談会 

  23 日 （水） 9：00～11：00 評価委員会 

 6 月 13 日 （水） 9：00～11：00 評価委員会 

 7 月 23 日 （月） 14：00～16：00 有識者懇談会 

  25 日 （水） 9：00～11：00 評価委員会 

 8 月 29 日 （水） 9：00～11：00 評価委員会 

 9 月 24 日 （月） 14：00～16：00 有識者懇談会 

  26 日 （水） 9：00～11：00 評価委員会 

 10 月 24 日 （水） 9：00～11：00 評価委員会 

 １１月 19 日 （月） 14：00～16：00 有識者懇談会 

  21 日 （水） 9：00～11：00 評価委員会 

 12 月 19 日 （水） 9：00～11：00 評価委員会 

2012 年 ５月～ 
第５回ＰＴＢ評価調査スタート（順不同） 

株式会社ダイナム、夢ｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ株式会社  

 ５月 プレスリリース 
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★各委員会活動報告★ 

評価委員会 

1. 第５回「ＰＴＢ評価調査」を行います 

   評価委員会では、平成２２年度の「第４回評価調査」に引き続き、平成２４年度に 

   「第５回評価調査」を行います。 

   日程は、 

株式会社ダイナム ２０１２年５月下旬から 

夢コーポレーション株式会社 ２０１２年６月中旬から 

   の予定です。 

   第５回評価調査は昨年、改訂されました「ＰＴＢ評価基準」に沿って行われます。 

   

◆「ＰＴＢ評価基準」改訂について 

今回の評価基準の見直しでは、企業を取り巻く環境の変化に柔軟に対応すること、および過去の調

査経験を通じた課題を的確にフィードバックすることによって、より実効性の高い評価基準へと改善させ

ることを目的として、以下の事項について実施しました。新規項目を追加しつつも、効率的な調査を可

能とすべく項目の集約を行ない、従来の１０分野１１２項目から１０分野９９項目へと改訂しました。 

①株式公開への対応を意識し、金融商品取引法に基づく財務報告に係る内部統制への対応   

（所謂 J-SOX 対応）について、非上場会社が対応可能なレベルにて評価基準に組み込んだ。 

②調査対象となるホール経営企業より過去４回の調査を通じた評価基準の改善要望を募り、軽微な

表現修正から全面的な改訂までを含み、全１１２項目の３０％程度について改善を図った。 

③評価委員および調査員（弁護士、公認会計士等）にて、各自の専門的知見および過去の調査経

験等を踏まえ、全面的に評価基準の見直しを行ない、新規項目の追加、項目の統合・削除、表現

の加筆修正等を図った。 

 
２. ＰＴＢ会計基準の改訂(会計研究委員会) 
   

 ２００７年３月に『ＰＴＢによるパチンコホールのための統一会計基準』を発表いたしましたが、その後、リ

ース会計基準の改正や税制改正などがあり、２０１１年３月より「会計基準」の見直しを行ってきました。 

 今回の改訂は、「Ｊ-ＳＯＸ法」や「国際会計基準」、「株式公開」を中心に見直しを致しました。 

 平成２４年２月または３月発表に向けて準備中です 
 

◆最近の委員会報告（２０１１年１１月・１２月・２０１２年１月） 

活動報告 日時 時間 討議内容 

第 78 回会議 2011 年 11 月 9 日 9：00～11：30 
PTB 統一会計基準見直しの件  

PTB 評価基準見直しの件（完成） 

第 79 回会議 2011 年 12 月 21 日 15：00～17：00 

「パチンコホール会計基準」完成後の広報活動の件、 

「第５回評価調査」実施に向け今後の準備作業・日程調

整・調査体制等の件、第９期委員契約更新の件、 

ｉＰａd 使用によるﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽ会議検討の件 

第 80 回会議 2012 年 1 月 18 日 9：00～11：00 
2012 年会議日程の件、ＮＨＫ番組「追跡！真相ファイル」

上映と感想、第５回評価調査日程の件 
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有識者懇談会 
 

 ≪TOPICS≫ 『有識者メッセージ第４弾』発信予定 
有識者懇談会では、次の「メッセージ発信」に向けて、最後の詰めとも言うべき討議を重ねています。 

前回のレポートでも、その考え方の基本についてお伝えしておりましたが、続きをお伝えします。 

１．発信の対象となる方々は、可能な限り、幅広い一般国民とし、パチンコ愛好家、業界関係者、監督官庁、金融関係者を

始めとして、大学や各種団体のみならず、一般のパチンコを知らない人、嫌いな人等にも、出来る限り目に触れる、読んで

みようかと思って戴けるような情報媒体を選択して伝えていきたい。 

２．「知パチンコ」と、仮に名付けている「パチンコ遊技を真面目に取り上げ、発言する知識人」が目立つようになってきている

昨今、パチンコの疑問、質問に誠実に答えていけるようにするため、今後「パチンコ Q＆A１００問」（仮称）のような資料を

作成するための準備作業に取り組むと共に、広く公開していく事を目指していきたい。 

３．初めてパチンコ遊技をする人のための教本を作成してパチンコ店に備えていくことや、ある程度パチンコに興味を持ってく

れた人のために、パチンコ遊技の遊び方・楽しみ方を易しく解説してくれるパンフレットを作成して店に備え、ゲームとしての

楽しさをより深く知ることが出来るようにすることを、併せて提案していきたい。 

４．一般国民の方々にとって、理解しがたい業界用語、専門用語を判りやすい簡潔な解説や補足をしていくと共に、業界特

有の難解な問題、課題については、別に資料編（仮称）を作成して理解を深めて戴くようにしていきたい。      

以上 

◆有識者懇談会活動報告（２０１１年１１月・２０１２年１月） ※定例会議は２カ月に１回の開催となります。 

活動報告 日時 時間 討議内容 

第４０回会議 2011 年 11 月 7 日 10：00～12：00 委員による討議 「メッセージ第４弾」発信に向けて 

第４１回会義 2012 年 1 月 23 日 13：00～15：30 委員による討議 「メッセージ第４弾」発信に向けて 

 

パチンコ懇談会 

◆パチンコ懇談会活動報告（２０１１年１２月） 

活動報告 日時 時間 討議内容 

第 5 回 

パチンコ懇談会 
2011 年 12 月 19 日 14：00～16：00 

ゲストスピーカー三木 彬氏による講演と質疑応答及び三

者（三木氏、委員、社員会社）による意見交換 

 
≪TOPICS≫ 第５回ＰＴＢパチンコ懇談会開催 
  日   時 ： 2011 年１２月１９日（月） 14：00～16：00 

  場   所 ： ＰＴＢ会議室 

  講   演 ： 株式会社ピービー 代表取締役 三木 彬 氏 

            『パチンコ遊技機メーカーの現状と将来』  

           等について約１時間の講演のあと、質疑応答及び三者で意見交換を行いました。 

  講演概要 ： 

     

 

 

 

 

 

 

 

三木氏自己紹介 ／ チェーンストアとの出会い 

メーカーの現状と行政間の実務と課題（行政資料サンプル資料説明） 

メーカーとホールの現状と問題点 

メーカーとエンドユーザー（初心者とヘビーユーザーなど）との問題点 

メーカーの将来と社会対応 

活動概要紹介ＤＶＤ上映 

  （「パチンコ産業の社会的貢献を考えるシンポジウム」の開催からその紹介とコメント） 



◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ＰＴＢのご案内◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 
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ＰＴＢについて 

 ＰＴＢ評価委員会は、ＰＴＢ評価調査を希望するパチンコホール経営企業に対して、毎年１回リスク管理と

企業統治の観点から、その経営状況・営業全般を、財務・非財務の両面から、内部統制の考え方つまり企

業内の組織・制度・規則等が仕組みとして確立され文書として記録が整備されているか、を厳格に調査・格

付けし、改善を促していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

     
 

１. ＰＴＢの目的 

・ パチンコホール業界の社会的認知を高め業界全体の向上を目指す。 

・ PTB 評価調査を継続的に受けることを通じてｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ・ｺｰﾎﾟﾚｰﾄｶﾞﾊﾞﾅﾝｽの改善を目指し、PTB 評価・格付けを致します。 

・ 会員企業が株式会社である場合には、その株式公開の実現を支援致します。 

2. 入社資格 

 ＰＴＢの目的に賛同し、ﾊﾟﾁﾝｺ産業全体の社会的認知を高めるために行動するパチンコホール経営企業であればご参加いた

だけます（ＰＴＢ社員規程第２条）。また、株式公開を目指すパチンコホール経営企業も是非ご参加ください。 

3. 社員会社の権利 

  ①評価調査を受ける権利            ②社員総会の議決権 

  ③PTB 各組織（評価委員会,有識者懇談会等）へのオブザーバー参加と会議議事録の入手 

  ④専門委員会等の研究結果の入手      ⑤本会主催のセミナーへの参加     ⑥本会が配布する書籍等の入手 

4. 入社に伴う費用   

    【入会金】 不要        【基 金】 100 万円以上       【年会費】 5,000,000 円 

※社員総会における議決権票数は基金の拠出額に応じて変動します。 

基金拠出額 100 万円から 200 万円までを議決権 1 票とし、200 万円を超え 400 万円まで 2 票、400 万円を超え

600 万円まで 3 票、600 万円を超え 800 万円まで 4 票、800 万円を超える場合は 5 票となります。 

5. 評価調査 原則 年 1 回実施 

6．評価調査費用 個社負担（約 500 万円/1 回につき） 

ＰＴＢ入社のご案内 

 ＰＴＢ定款（抜粋） 

第３条（目的） 

本会は、パチンコホール経営企業が、業務の適正化・健全化を図ることによって、広く社会からの信

頼を得ることを目的として、社員相互に協力する会であり、その目的に資するため、次に掲げる事業を

行う。 

（１）パチンコホール経営企業その他遊技業界関係者以外の第三者によって評価委員会を設け、パチ

ンコホール経営におけるコンプライアンス及びコーポレートガバナンスを第三者の立場から厳格に

評価し、もって社員が広く社会に発展していくことを促し、かつ、社員が株式会社である場合に

は、その株式公開の実現を支援する事業。 

（２）有識者懇談会を設け、パチンコホール経営企業その他遊技業界が広く社会からの信頼を得るた

めに必要な提案を広く社会に発表し、もって遊技業界の改善・改革を促す事業。 

（３）前各号に掲げる事業に付帯又は関連する事業。 

 




